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昭
和
四
十
三
年
度
 

施
 
政
 
方
 
針
 

昭
和
四
十
」
年
度
予
算
案
を
 

審
議
す
る
に
当
り
、
私
は
施
政
 

方
針
を
述
べ
ま
し
た
の
で
、
そ
 

の
要
旨
を
本
紙
を
通
じ
て
、
町
 

民
の
み
な
さ
ま
へ
御
報
告
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

本
年
度
予
算
は
 

一
般
会
計
総
額
、
一
億
七
千
 

五
百
十
七
万
八
千
円
 

特
別
会
計
総
額
、
四
千
四
百
 

五
十
三
万
四
千
円
 

と
相
成
っ
て
お
り
ま
す
。
 

前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し
 

て
 一

般
会
計
に
お
い
て
六
百
八
十
 

一
万
五
千
円
の
増
と
な
っ
て
お
 

り
ま
す
。
 

又
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
 

一
千
四
百
六
＋
七
万
七
千
円
の
 

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
の
主
た
る
事
業
及
び
今
 

後
の
機
柑
心
の
要
旨
は
、
次
の
と
 

お
り
で
あ
り
ま
す
。
 

一
、
土
木
事
業
関
係
 

m
失
業
対
策
事
業
費
 

福
吉
、
鹿
毛
馬
線
、
道
路
 

改
良
工
事
 

工
事
長
、
四
七
「
釆
 

巾
 
員
 

」
釆
 

市
霊
来
費
 

四
百
万
円
（
内
補
 

助
二
百
七
万
」
手
円
）
 

町
 

長
 
吉
田
 
桃
太
郎
 

本
年
度
も
昨
年
通
り
、
現
社
 

会
に
お
い
て
緊
急
に
要
請
さ
れ
 

て
い
る
交
通
路
線
の
整
備
の
見
 

地
か
ら
砂
利
道
の
改
良
工
事
を
 

選
定
し
、
ど
の
工
事
が
完
成
す
 

る
こ
と
に
よ
り
、
本
町
と
頴
田
 

町
を
結
ぶ
唯
一
の
路
線
が
設
置
 

さ
れ
交
通
の
利
便
を
計
り
、
 

以
て
経
済
圏
の
拡
大
に
大
い
に
 

役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
 

②
緊
急
失
業
対
策
事
業
費
 

（
道
路
舗
装
工
事
）
 

1
、
東
金
田
線
（
簡
易
舗
装
 

工
事
）
 

箇
所
 
東
金
田
 

工
事
長
 
八
十
五
米
 

巾
 
員
 

三
 
米
 

昭
和
四
十
二
年
度
よ
り
引
き
 

続
き
継
続
事
血
朱
 

2
、
南
木
、
中
学
校
線
（
簡
 

易
舗
装
工
事
）
 

箇
所
 
南
 
木
 

工
事
長
 
三
八
〇
米
 

巾
 
員
 

三
 
米
 

本
道
路
は
傾
斜
が
は
げ
し
く
 

雨
天
の
場
合
は
路
面
を
洗
い
通
 

行
が
困
難
と
な
 

り
又
樹
木
の
か
 

げ
に
な
っ
て
い
 

る
た
め
常
に
泥
 

ね
い
化
し
舗
装
 

す
る
こ
と
に
よ
 

っ
て
、
こ
れ
が
 

解
消
さ
れ
通
学
 

道
路
と
し
て
の
 

効
果
も
充
分
で
 

あ
り
ま
す
。
 

3
、
上
金
田
中
央
線
 

箇
所
 
上
金
田
 

工
事
長
 
六
八
一
米
 

巾
 
員
 
四
、
」
釆
 

上
金
田
地
区
と
本
町
幹
線
道
 

路
を
結
ぶ
唯
一
の
道
路
で
あ
 

り
、
こ
れ
を
舗
装
す
る
こ
と
に
 

よ
り
交
通
安
全
の
面
に
お
い
て
 

も
、
そ
の
効
果
は
大
で
あ
る
。
 

又
本
道
路
の
両
側
面
が
田
面
 

で
あ
り
、
砂
利
道
の
た
め
米
、
 

麦
の
耕
作
に
お
い
て
も
、
多
大
 

の
支
障
を
来
た
し
て
お
る
現
状
 

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
問
題
も
 

、
（
1
 

合
せ
て
解
消
で
 

） 

4
．
‘
本
町
、
宝
見
線
 

箇
 
所
 
宝
 
見
 

工
事
長
 
七
五
米
 

巾
 
員
 
三
 
米
 

昭
和
四
十
一
年
度
施
工
の
残
 

工
事
で
路
面
の
整
備
に
よ
り
生
 

徒
の
登
、
下
校
及
び
歩
行
者
の
 

通
行
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
 

5
、
新
町
、
亀
ノ
甲
線
 

箇
 
所
 
三
 
区
 

工
事
長
 

一
〇
〇
米
 

巾
 
員
 
三
 
米
 

本
路
線
は
排
水
が
悪
く
、
雨
 

天
の
場
合
は
路
面
が
泥
ね
い
化
 

加
え
て
大
型
車
の
運
行
に
よ
り
 

甚
だ
し
く
通
行
困
難
で
あ
り
、
 

ど
れ
が
舗
装
す
る
こ
と
に
よ
り
 

解
消
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
 

6
、
小
学
校
、
宝
見
線
 

箇
 
所
 
宝
 
見
 

工
事
長
 
九
三
米
 

巾
 
員
 
三
 
米
 

本
道
路
は
、
主
に
小
学
校
児
 

童
の
通
学
路
で
あ
り
「
常
に
泥
 

ね
い
化
し
、
通
行
に
困
難
で
あ
 

っ
た
が
、
こ
れ
を
舗
装
す
る
こ
 

と
に
よ
り
解
消
で
き
る
も
の
で
 

あ
り
ま
す
。
 

7
、
飯
土
井
、
中
学
校
線
 

（
簡
易
舗
装
工
事
）
 

箇
 
所
 
飯
土
井
 

工
事
長
 
三
八
〇
米
 

巾
 
員
 
三
 
米
 

小
学
校
及
び
中
学
校
の
通
学
 

道
路
と
し
て
、
堀
川
、
中
学
校
 

線
の
う
ち
他
区
間
は
昭
和
四
十
 

二
年
度
に
完
了
し
、
本
区
間
を
 

残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
 

路
面
の
整
備
に
よ
り
登
、
下
 

校
及
び
歩
行
者
の
通
行
は
容
易
 

と
な
り
不
便
は
す
べ
て
解
消
さ
 

れ
る
。
 

以
上
緊
急
就
労
対
策
事
業
の
 

総
事
業
費
は
一
千
六
百
六
十
四
 

万
五
千
円
 

内
訳
 
補
助
 

一
千
四
十
七
 

万
六
千
円
（
八
十
 

%

)

 

起
債
 
百
五
十
万
円
 

町
費
 
四
百
六
十
六
 

万
九
千
円
 

⑧
踏
切
道
構
造
改
良
事
業
（
一
 

カ
所
）
 

1
、
糸
田
線
、
横
田
踏
切
 

工
事
費
 
七
十
三
万
四
千
 

円
 

2
、
堀
川
線
、
第
三
堀
川
 

工
事
費
 
八
十
二
万
九
千
 

円
 

合
計
 
工
事
費
 
百
五
十
六
 

万
三
千
円
 

内
訳
 
国
鉄
 
四
十
八
万
111 

千
円
 

補
助
 
七
十
二
万
円
 

町
費
 
三
十
六
万
円
 

（
工
事
は
国
鉄
え
委
託
）
 

通
学
路
に
係
る
交
通
安
全
施
 

設
等
の
整
備
及
び
踏
切
道
の
構
 

造
改
良
等
に
関
す
る
緊
急
措
置
 

法
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
を
受
 

け
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
 

り
こ
の
事
業
が
完
成
す
る
こ
と
 

に
よ
り
児
童
、
生
徒
の
登
、
下
 

校
時
に
お
け
る
交
通
の
安
全
を
 

確
保
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

四
一
般
鉱
害
道
路
復
旧
事
業
 

1
、
垣
田
、
大
坪
線
 

箇
 
所
 
垣
ノ
田
 

工
事
長
 
五
三
〇
米
 

工
事
費
 
五
百
万
円
 

2
、
七
十
石
、
県
道
線
 

箇
 
所
 
七
十
石
 

工
事
長
 

一
八
二
米
 

工
事
費
 
百
六
十
万
円
 

3
、
松
崎
、
西
金
田
線
 

箇
 
所
 
西
金
田
 

工
事
長
 
七
九
〇
米
 

工
事
費
 
八
百
五
十
万
円
 

4
、
東
金
田
、
七
田
線
 

箇
所
 
上
金
田
 

工
事
長
 
七
五
二
米
 

工
事
費
 
七
百
五
十
万
円
 

以
上
一
般
鉱
害
道
路
復
旧
事
 

業
の
総
事
業
費
は
二
千
ニ
百
六
 

十
万
円
 

内
訳
 

補
助
 
」
一
千
六
百
九
十
五
 

万
円
 

起
債
 
四
百
五
十
万
円
 

町
費
 
百
十
五
万
円
 

一
一
、
下
水
道
関
係
 

一
般
鉱
害
下
水
道
復
旧
事
業
 

東
金
田
線
 

箇
所
 
上
金
田
 

工
事
長
 
四
六
七
米
 

工
事
費
 

一
千
三
百
万
 

円
 

内
訳
 

補
助
 
九
百
十
万
円
 

起
債
 
三
百
十
万
円
 

町
費
 
八
十
万
円
 

次
に
今
後
補
正
予
算
で
実
現
 

を
計
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
 

す
諸
種
の
事
業
に
つ
い
て
、
私
 

の
構
想
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

1
、
神
田
橋
の
か
け
替
え
を
是
 

非
と
も
実
現
致
し
た
い
と
存
 

じ
ま
す
。
 （

二
面
へ
つ
づ
く
）
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（
ニ
面
よ
り
）
 

御
承
知
の
と
お
り
本
か
け
替
 

え
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
方
 

の
御
協
力
に
よ
り
関
係
官
庁
に
 

た
い
し
永
年
陳
情
を
続
け
て
ま
 

い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
 

う
や
く
予
算
要
求
の
手
続
き
を
 

行
な
う
段
階
と
な
り
目
下
、
 

県
、
本
省
に
お
い
て
検
討
さ
れ
 

て
お
り
ま
す
。
 

国
の
予
算
付
け
に
つ
い
て
は
 

継
続
事
業
と
し
て
ニ
カ
年
に
ま
 

た
が
る
か
も
分
り
ま
せ
ん
が
、
 

私
と
し
ま
し
て
は
単
」
慧
皿
で
財
 

源
裏
付
け
を
行
な
い
、
一
日
も
 

早
く
か
け
替
え
を
行
い
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
 

御
援
助
を
お
願
い
す
る
次
第
で
 

あ
り
ま
す
。
 

2
、
上
金
田
地
区
の
町
有
地
平
 

原
団
地
の
造
成
と
関
連
道
路
の
 

整
備
を
行
な
い
た
い
所
存
で
あ
 

り
ま
す
。
 

本
造
成
地
に
つ
い
て
は
、
現
 

在
農
地
復
旧
の
採
土
と
し
て
使
 

用
し
て
お
り
ま
す
期
間
が
、
本
 

年
「
万
」
干
一
日
と
予
定
さ
れ
 

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
後
事
業
 

団
に
協
議
を
行
な
い
、
採
土
後
 

の
整
地
及
び
仮
設
道
路
の
整
備
 

計
画
を
立
て
、
且
つ
ま
た
田
川
 

市
、
糸
田
町
当
局
と
折
衝
を
行
 

な
い
、
総
合
的
な
計
画
を
以
て
 

解
決
さ
れ
た
も
の
か
ら
、
順
次
 

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
 

お
り
ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
関
係
地
区
住
民
、
 

議
員
各
位
共
充
分
協
議
を
重
 

ね
、
よ
り
よ
い
計
画
を
た
て
た
 

い
と
存
じ
ま
す
。
 

事
業
予
算
に
つ
い
て
は
、
現
 

在
関
係
機
関
に
折
衡
中
で
あ
り
 

ま
す
が
、
具
体
的
な
裏
付
け
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
限
り
関
 

係
機
関
の
援
助
に
よ
り
実
施
し
 

た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

3
、
山
の
神
溜
池
の
鉱
害
復
 

旧
事
業
の
実
施
で
あ
り
ま
す
。
 

御
承
知
の
と
お
り
本
溜
池
 

は
、
昨
年
漏
水
を
生
じ
た
た
め
 

の
提
防
補
強
を
国
が
行
な
い
ま
 

し
た
が
、
上
流
溜
池
三
カ
所
が
 

戦
争
中
潰
廃
さ
れ
、
関
係
水
田
 

約
七
町
歩
が
水
不
足
を
来
た
し
 

て
農
家
の
方
に
迷
惑
を
か
け
て
 

お
り
ま
す
。
私
と
し
ま
し
て
 

は
、
こ
の
事
実
を
関
係
官
庁
に
 

訴
え
、
強
く
復
旧
方
陳
情
致
し
 

た
結
果
、
四
十
二
年
度
で
復
旧
 

さ
れ
る
見
通
し
に
な
っ
て
お
り
 

ま
し
た
。
し
か
し
復
旧
基
本
計
 

画
の
段
階
で
、
充
分
な
検
討
機
 

関
が
必
要
と
な
り
、
且
つ
ま
た
 

関
係
農
地
の
復
旧
な
ど
も
勘
 

案
さ
れ
て
、
四
十
三
年
度
に
持
 

越
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
関
係
官
庁
の
方
針
に
 

基
づ
く
も
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
 

た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
総
合
 

計
画
の
樹
立
に
つ
い
て
は
目
下
 

設
計
を
委
託
し
て
お
り
ま
す
。
 

所
定
の
手
続
き
が
終
り
次
第
 

議
会
に
提
出
致
し
ま
す
の
で
、
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

す。 4
、
町
道
神
崎
南
木
線
復
旧
事
 

業
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
 

は
四
十
二
年
度
の
継
続
事
業
で
 

あ
り
、
財
源
の
見
通
し
が
つ
き
 

次
第
復
旧
に
か
か
り
本
路
線
の
 

の
 

少
年
柔
剣
道
部
員
募
集
 

事
業
効
果
を
一
〇
〇
％
と
す
る
 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

5
、
同
和
対
策
宝
見
農
道
新
設
 

工
事
の
第
二
期
工
事
で
あ
り
ま
 

す
が
、
こ
の
工
事
も
四
十
二
年
 

度
か
ら
の
継
続
で
あ
り
、
第
一
 

期
工
事
は
三
月
末
日
ま
で
に
完
 

成
の
予
定
で
あ
り
、
第
」
期
工
 

事
に
つ
い
て
も
地
元
関
係
者
の
 

要
請
事
項
で
あ
り
ま
す
。
関
連
 

用
排
水
路
の
改
良
工
事
に
つ
い
 

て
財
源
の
見
通
し
が
つ
き
次
第
 

着
工
致
す
計
画
で
あ
り
、
農
業
 

振
興
の
面
に
も
大
い
に
効
果
を
 

上
げ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
 

す。 
6
、
県
道
田
川
ー
直
方
線
（
金
 

田
本
町
筋
区
間
）
の
替
道
路
の
 

新
設
に
つ
い
て
、
 

か
ね
て
問
題
と
な
っ
て
お
り
 

ま
す
本
県
道
の
替
道
路
に
つ
き
 

ま
し
て
は
す
で
に
新
聞
で
報
道
 

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
御
承
知
 

と
存
じ
ま
す
。
車
輔
運
行
の
激
 

増
に
伴
な
っ
て
歩
行
者
は
毎
日
 

危
険
な
状
態
と
な
り
、
か
つ
ま
 

た
買
物
客
の
足
は
奪
わ
れ
、
商
 

工
者
の
死
活
問
題
ま
で
発
展
し
 

誠
に
遺
憾
に
た
え
ま
せ
ん
。
 

町
当
局
と
し
ま
し
て
は
、
 
一 

日
も
早
く
こ
の
交
通
地
獄
が
解
 

消
さ
れ
ま
す
よ
う
関
係
機
関
に
 

陳
情
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
加
え
て
去
る
一
月
十
一
 

日
町
部
関
係
者
の
連
署
に
よ
る
 

陳
情
書
を
県
知
事
に
提
出
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

私
と
し
ま
し
て
は
、
早
期
に
 

替
道
路
を
実
現
さ
せ
る
た
め
幾
 

P
か
の
絢
 

も
っ
て
お
り
ま
 

す
が
、
今
後
議
員
各
位
並
び
に
 

町
民
と
充
分
話
し
合
っ
て
関
係
 

官
庁
に
折
衝
を
続
け
た
い
と
存
 

じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
御
協
力
の
 

程
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

一
三
農
林
関
係
 

養
蚕
 

技
術
指
導
、
補
助
金
交
付
に
 

に
よ
っ
て
養
蚕
業
推
進
 

昭
和
三
十
九
年
度
よ
り
本
町
 

の
産
炭
地
農
業
振
興
対
策
の
一
 

環
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
養
 

蚕
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
十
一
一
 

町
歩
、
養
蚕
戸
数
十
五
戸
と
な
 

っ
て
お
り
ま
す
が
、
国
に
お
い
 

て
も
養
蚕
の
将
来
性
に
つ
い
て
 

は
明
る
い
見
通
し
に
立
っ
て
推
 

進
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
・
今
 

後
と
も
一
層
桑
園
造
成
の
面
積
 

を
拡
大
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま
 

す。 当
初
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
 

三
町
五
反
歩
の
桑
園
造
成
を
計
 

画
し
て
お
り
ま
す
が
、
未
開
懇
 

地
を
造
成
さ
れ
る
適
地
は
約
五
 

十
町
歩
と
推
定
さ
れ
ま
す
の
 

で
、
関
係
機
関
と
よ
く
話
し
合
 

っ
て
造
成
を
進
め
、
本
町
産
業
 

の
発
展
を
計
り
た
い
。
 

四
、
民
生
関
係
 

1
、
生
活
館
（
神
崎
地
区
）
 

建
設
に
つ
い
て
 

イ
、
建
坪
 
四
〇
坪
 

ロ
、
事
業
費
二
百
四
十
万
円
 

ハ
、
備
品
 

四
十
五
万
円
 

ニ
、
補
助
率
 
二
分
の
一
 

（
国
庫
補
助
）
 

低
環
境
地
区
整
備
事
業
費
 

同
和
対
策
推
進
事
業
の
一
環
 

と
し
て
年
次
計
画
の
下
に
同
和
 

手
 
で
 

築

く

 し
 
あ
 
わ
 

中
 

央
 

公
 

民
 

館
 

次
の
時
代
を
背
負
っ
て
た
つ
 

べ
き
青
少
年
を
、
心
身
と
も
に
 

健
や
か
に
育
成
す
る
こ
と
は
、
 

私
た
ち
大
人
の
大
切
な
つ
と
め
 

で
あ
り
ま
す
。
 

柔
・
剣
道
は
我
が
国
古
来
よ
 

り
伝
わ
っ
た
国
技
で
あ
り
ま
し
 

て
、
練
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

技
を
み
が
く
こ
と
は
勿
論
で
す
 

が
、
普
段
の
練
習
を
通
じ
て
健
 

康
な
身
体
、
勇
敢
、
忍
耐
の
精
 

神
、
礼
儀
正
し
い
態
度
等
を
養
 

記
御
参
噴
 

一
、
小
学
校
担
任
 

の
先
生
を
這
じ
て
中
央
公
民
館
 

あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
、
 

中
央
公
民
館
で
は
昭
和
四
十
年
 

中
央
公
民
館
が
建
築
さ
れ
ま
し
 

て
よ
り
、
青
少
年
健
全
育
成
運
 

動
の
一
環
と
し
て
、
少
年
柔
剣
 

道
部
を
設
け
、
優
れ
た
講
師
を
 

招
い
て
、
小
学
生
の
希
望
者
を
 

対
象
に
、
毎
週
土
曜
日
、
柔
・
 

剣
道
の
指
導
を
行
な
っ
て
参
り
 

ま
し
た
。
昭
和
四
十
三
年
度
も
 

引
続
き
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
 

う
に
最
も
適
当
な
ス
ポ
ー
ツ
で
ま
す
の
で
、
御
希
望
の
方
は
左
 

に
御
申
込
み
下
さ
い
。
 

記
 

一
、
資
 

格
 

金
田
小
学
校
児
童
で
四
 

年
生
以
上
 

一
一
、
練
 

習
 

毎
週
土
曜
日
午
後
二
時
 

よ
り
約
一
時
間
」
う
分
 

三
、
場
 
所
 

中
央
公
民
館
 

四
、
費
 
用
 

月
謝
・
部
費
等
無
料
 

四
、
そ
の
他
 

適
当
な
時
期
に
審
査
し
 

て
級
を
授
与
す
る
 

な
お
、
不
明
な
点
は
中
央
公
 

民
館
に
御
間
合
せ
下
さ
い
。
 

地
区
を
中
心
に
逐
次
新
築
し
、
 

地
域
の
生
活
改
善
、
保
健
衛
生
 

思
想
の
高
度
化
を
計
る
と
五
（
 

に
、
話
し
合
い
の
場
と
し
て
あ
 

ら
ゆ
る
面
に
活
用
し
、
住
民
福
 

祉
の
増
進
を
計
り
た
い
。
本
年
 

度
は
神
崎
地
区
に
ー
カ
所
建
設
 

致
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

2
、
保
育
所
設
置
に
つ
い
て
 

神
崎
地
区
の
保
育
に
欠
け
た
 

幼
児
を
改
容
す
る
保
育
所
の
設
 

置
に
は
地
区
住
民
の
強
い
要
望
 

で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
ま
で
プ
AJ
 

の
実
現
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
 

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
急
 

に
設
置
す
る
計
画
の
下
に
現
在
 

調
査
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
 

（
設
置
場
所
は
目
下
検
討
中
 

で
あ
り
ま
す
。
）
 

こ
れ
に
よ
っ
て
交
通
事
情
か
 

ら
或
い
は
限
ら
れ
た
定
員
に
よ
 

り
入
所
出
来
な
か
っ
た
幼
児
の
 

入
所
問
題
及
び
婦
人
の
な
や
み
 

で
あ
る
託
児
な
ど
の
解
決
を
期
 

し
、
入
所
の
場
を
与
え
ら
れ
る
 

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
 

3
、
保
健
衛
生
に
つ
い
て
 

住
民
の
保
健
に
つ
い
て
は
よ
 

り
一
層
体
位
の
向
上
、
予
防
対
 

策
に
重
点
を
置
き
、
特
に
予
防
 

接
種
の
実
施
に
つ
い
て
は
あ
ら
 

ゆ
る
方
法
を
も
っ
て
宣
伝
広
報
 

し
、
そ
の
実
現
に
つ
と
め
た
 

い。 
本
年
度
は
特
に
環
境
を
阻
害
 

す
る
「
じ
ん
か
い
」
の
処
理
を
 

重
点
施
策
と
し
て
町
内
全
般
に
 

わ
た
る
「
じ
ん
か
い
」
の
収
集
 

に
衛
生
組
合
組
織
に
努
力
し
環
 

境
整
備
に
よ
る
明
 

，
住
み
よ
 

せ
 

い
町
づ
く
り
を
き
し
た
い
。
 

な
お
し
尿
処
理
場
の
建
設
に
 

つ
い
て
も
引
き
続
き
加
人
表
明
 

に
と
ぽ
し
い
下
田
川
ニ
力
町
に
 

対
し
、
汚
物
の
共
同
処
理
が
で
 

き
る
よ
う
こ
れ
が
実
現
に
努
力
 

を
つ
づ
け
た
い
。
 

4
、
子
供
遊
園
地
設
置
に
つ
い
 

て
 

最
近
車
の
交
通
量
ま
す
ま
す
 

多
く
な
り
、
本
町
に
は
子
供
が
 

安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
が
全
く
 

な
い
の
で
、
旧
役
場
跡
に
子
供
 

遊
園
地
を
作
り
、
子
供
を
交
通
 

事
故
か
ら
守
り
子
供
の
体
位
向
 

上
を
計
り
た
い
。
 

（
敷
地
面
積
 
約
四
七
六
坪
）
 

三
、
上
水
道
関
係
 

1
、 
一
般
鉱
害
道
路
復
旧
工
 

事
に
伴
う
水
道
管
理
付
属
 

施
設
嵩
上
工
事
 

イ
東
金
田
、
七
田
線
 

四
十
八
万
七
千
円
 

ロ
東
金
田
、
松
崎
線
 

十
六
万
円
 

ハ
、
西
金
田
線
 

二
十
万
円
 

ニ
、
敷
島
線
 

二
十
一
万
一
 

千
円
 

計
百
五
万
八
千
円
 

2
、
事
業
団
家
屋
復
旧
工
事
に
 

伴
う
屋
内
配
管
工
事
（
一
区
 

一一区） 

一
件
約
六
千
円
 

二
五
〇
件
 

百
五
十
万
円
 

財
源
 
復
旧
事
業
団
よ
り
工
事
 

委
託
費
と
し
て
 

六
、
企
画
関
係
 

町
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
 

産
炭
地
振
興
対
策
の
た
め
、
 

今
後
北
九
州
市
の
ベ
ッ
ト
ダ
ウ
 

家

庭

 の
 
日
 

お
金
が
流
れ
て
い
ま
す
よ
 

ク
蛇
ロ
か
ら
お
金
が
流
れ
出
 

て
い
る
ガ
と
言
え
ば
び
っ
く
り
 

し
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
百
円
札
 

や
拾
円
硬
貨
が
流
れ
出
て
い
る
 

と
言
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
そ
う
で
す
。
水
が
流
れ
出
 

て
い
る
の
で
す
。
出
し
っ
ば
な
 

し
の
水
。
実
に
も
っ
た
い
な
い
 

話
で
す
ね
。
水
源
池
ー
浄
水
場
 

ー
配
水
池
ー
配
水
管
ー
蛇
口
ま
 

で
に
来
る
の
に
ー
ト
ン
 
（
縦
／
 

M
×
横
／
M

×
長
さ
／
M
）
の
 

水
が
約
四
〇
円
か
か
り
ま
す
。
 

中
学
生
巣
立
つ
 

教
 

育
 

委
 

員
 

春
遠
か
ら
ず
梅
」
に
ほ
こ
ろ
び
 

か
け
る
三
月
十
五
日
金
田
中
学
 

校
三
年
在
校
生
二
三
八
名
の
卒
 

業
式
が
来
貧
、
父
兄
多
数
列
席
 

の
も
と
に
厳
粛
に
行
な
わ
れ
ま
 

し
た
。
校
長
先
生
や
教
育
長
さ
 

ん
、
来
賓
の
方
々
の
御
祝
い
の
 

言
葉
や
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
 

し
た
。
在
校
生
の
送
辞
や
卒
業
 

生
の
答
辞
が
あ
り
、
義
務
教
育
 

九
カ
年
の
終
止
符
が
打
た
れ
、
 

生
徒
の
顔
に
は
感
激
と
決
意
の
 

程
が
あ
り
あ
り
と
見
ら
れ
ま
し
 

会
 

た
。
現
在
ま
で
学
ん
だ
思
い
出
 

多
い
母
校
に
決
別
し
て
、
生
徒
 

は
進
学
、
就
取
と
そ
れ
ぞ
れ
の
 

自
己
の
進
む
道
に
全
力
を
尽
し
 

て
努
力
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
 

す
。
若
き
生
徒
た
ち
の
将
来
の
 

可
能
性
を
信
じ
充
分
健
康
に
 

注
意
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
 

す。 昭
和
四
十
」
犀
「
万
卒
業
生
 

の
進
路
状
況
は
次
の
通
り
で
 

す。 

水
 

道
 

課
 

こ
の
水
を
上
手
に
使
用
す
る
 

か
し
な
い
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
 

家
庭
の
家
計
内
容
が
違
っ
て
き
 

ま
す
。
た
か
が
水
ぐ
ら
い
と
思
 

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
 
一つ 

の
蛇
ロ
で
ー
カ
月
間
水
を
だ
し
 

っ
ぱ
な
し
に
し
て
お
く
と
約
四
 

万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。
 

ま
ず
一
番
身
近
な
と
こ
ろ
で
 

は
、
野
菜
洗
い
、
洗
た
く
物
の
 

あ
と
の
ゆ
す
ぎ
、
洗
車
、
せ
ん
 

水
等
、
捜
せ
ば
き
り
が
あ
り
ま
 

せ
ん
が
、
野
菜
洗
い
、
洗
た
く
 

%
 

%
 

%
 

54 

35 

11 

、

ー

 I
、

ノ

ー

 
ノ

 

者
 

者
 

種
訓
事
他
 

学
 

眠
 

の
 

進
 

就
 

各
転
家
そ
 

人
 

19 

68 

64 

10 

4
 
35 

9

1

 

一

 

女
 

人
 

19 

67 

65 

0

0

 47 

0
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●1 卒業生総数 計 238人 男 

進学希望者 135人 

進 学 者 

各種学校 

取業訓陳所 

就 取 者 

家事・家業 

そ の 他 

29 

10 

4
 
82 

9
4
 

『
ー
 

物
の
ゆ
す
ぎ
等
は
一
回
お
け
等
 

に
水
を
入
れ
、
あ
る
程
度
洗
っ
 

て
お
い
て
最
後
に
真
新
し
い
水
 

で
さ
っ
と
洗
う
よ
う
に
し
た
ら
 

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 

捜
せ
ば
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
 

ら
無
駄
が
出
て
き
ま
す
が
、
も
 

改
め
た
い
 

母
親
の
タ
イ
プ
 

い
ろ
い
ろ
 

中

央

公

民

館

 

子
供
の
母
親
と
し
て
、
好
ま
 

し
く
な
い
タ
イ
プ
に
も
い
ろ
い
 

ろ
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
お
母
 

さ
ん
は
い
ま
せ
ん
か
。
 

◇
子
供
の
い
い
分
に
耳
を
か
さ
 

ず
、
我
意
を
押
し
通
す
母
親
 

◇
子
供
の
話
を
、
忙
し
い
か
ら
 

と
い
っ
て
聞
か
な
い
母
親
 

◇
ほ
か
の
子
を
ひ
き
合
い
に
出
 

し
て
、
子
供
を
責
め
る
母
親
 

◇
よ
そ
Q
子
の
欠
点
を
、
こ
と
 

さ
ら
に
わ
が
子
に
J
話
す
母
親
 

◇
子
供
の
能
力
不
相
応
な
こ
と
 

を
、
押
し
つ
け
る
母
親
 

◇
子
供
に
遊
ぶ
時
間
を
与
え
 

ず
、
勉
強
を
強
制
す
る
母
親
 

◇
子
供
の
一
挙
一
動
に
干
渉
 

し
、
自
由
を
東
縛
す
る
母
親
 

◇
子
供
を
全
く
放
任
し
、
わ
が
 

ま
ま
者
に
育
て
る
母
親
 

◇
う
わ
べ
を
飾
る
こ
と
に
熱
心
 

で
、
競
争
意
識
の
強
い
母
親
 

ン
と
し
て
の
町
と
す
る
た
め
、
 

本
町
に
は
住
宅
団
地
と
し
て
の
 

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
交
通
至
 

便
な
集
団
住
宅
の
適
地
が
数
力
 

所
あ
り
、
住
宅
建
設
の
新
規
計
 

画
と
し
て
、
昭
和
四
十
三
年
度
 

に
お
い
て
は
町
営
住
宅
約
二
十
 

戸
の
建
設
を
目
途
と
し
、
年
次
 

計
画
と
し
て
次
年
度
か
ら
は
逐
 

次
増
設
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
 

ま
す
。
 

な
お
住
宅
団
地
に
つ
い
て
は
 

目
下
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。
 

以
上
、
昭
和
四
十
」
犀
度
に
 

あ
た
り
、
私
の
施
政
方
針
、
構
 

想
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 

し
た
が
、
町
民
各
位
に
お
か
れ
 

ま
し
て
、
切
実
な
要
望
等
が
あ
 

れ
ば
予
算
の
見
透
し
が
つ
き
次
 

第
実
施
し
た
い
考
え
で
す
。
 

み
な
さ
ま
の
御
協
力
に
よ
り
 

よ
り
良
き
町
政
の
実
を
あ
げ
た
 

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

有

線

放

送

電

話

 

利

用

者

の

皆

様

へ

 

水
道
課
 

役
場
の
有
線
放
送
の
係
が
、
 

三
月
十
一
日
よ
り
、
水
道
課
か
 

ら
総
務
課
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
 

の
で
、
今
後
有
線
放
送
に
つ
い
 

て
の
御
連
絡
等
は
総
務
課
の
方
 

へ
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
致
 

し
ま
す
。
 

っ
た
い
な
い
で
す
ね
。
生
活
程
 

度
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
無
駄
 

が
多
く
な
る
よ
う
で
す
が
、
無
 

駄
の
な
い
生
活
、
こ
れ
が
文
化
 

生
活
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
 

し
ょ
う
か
。
 

一
 

ゆ 

一 

◇
子
供
の
面
前
で
、
父
親
や
先
 

生
の
批
判
を
す
る
母
親
 

◇
子
供
の
努
力
や
善
行
に
無
関
 

心
で
、
ほ
め
な
い
母
親
 

◇
子
供
の
い
た
ず
ら
や
非
行
 

を
、
強
く
と
が
め
な
い
母
親
 

◇
子
供
が
要
求
す
る
ま
ま
に
、
 

無
批
判
に
お
金
を
渡
す
母
親
 

◇
い
わ
ゆ
る
お
天
気
屋
で
、
シ
 

ツ
ケ
に
一
貫
性
の
な
い
母
親
 

◇
社
交
好
き
で
外
出
が
多
く
、
 

い
つ
も
家
を
あ
け
る
母
親
 

御

芳

志

あ

り

が

と

う

 

ご

さ

い

ま

し

た

 

教
育
後
援
会
 

山
本
平
八
殿
 

御
尊
父
愛
治
殿
香
典
返
し
と
し
 

て
中
央
公
民
館
へ
 


